
（
ｕ
目
）

ニ
ヘ
〕

１
１
上

並
行
し
て
高
等
教
育
の
現
場
で
は
、
国
公
立
大
の
統
廃
合
や
独
立
法
人
化
、
ト
ッ
プ
三
○
、
五
教
科
七
科
目
の
導
入
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
改
革
な
ど
矢
継
ぎ
早
に
降
ろ
さ
れ
る
国
の
施
策
に
対
し
、
各
大
学
に
は
俊
敏
か
つ
確
実
な
対
応
が
求
め

ら
れ
、
入
試
を
取
り
巻
く
情
勢
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
．

そ
う
し
た
中
三
○
○
二
年
度
立
命
館
大
学
一
般
入
学
試
験
の
志
願
者
数
は
一
○
三
、
五
六
○
名
（
前
年
度
比
一
○
二
・
○
％
）
、

二
年
連
続
五
度
目
の
一
○
万
名
突
破
で
、
し
か
も
、
立
命
館
学
園
史
上
最
多
の
志
願
者
数
と
な
っ
た
。
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

一
八
歳
人
口
は
年
々
減
少
の
一
途
を
辿
り
受
験
人
口
も
減
り
続
け
二
○
○
九
年
に
は
大
学
全
入
時
代
に
突
入
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
．
ま
た
“
二
○
○
二
年
度
か
ら
の
完
全
週
五
日
制
実
施
や
二
○
○
三
年
度
の
新
課
程
へ
の
移
行
な
ど
教
育
環
境
の
変

化
は
著
し
く
，
高
等
学
校
で
は
新
た
な
授
業
再
編
（
授
業
時
間
の
延
長
や
補
習
授
業
の
拡
充
等
）
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
の

が
こ
の
間
の
実
情
で
あ
る
．

ノ
ー
ト

立
命
館
大
学
入
試
改
革
の
歩
み
素
描

’
八
○
年
代
～
九
○
年
代
～
現
在
Ｉ

布
施
亮
介
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大
学
を
合
わ
せ
て
一
○
七
霜
六
四
一
名
と
い
う
総
志
願
者
数
は

上
記
の
厳
し
い
入
試
環
境
の
中
に
あ
っ
て
極
め
て
稀
有
な
事
象
で

あ
り
マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
の
多
数
の
取
材
や
問
い
合
わ
せ
等
か
ら

も
そ
の
関
心
の
大
き
さ
が
わ
か
る
。

こ
の
間
の
厳
し
い
情
勢
下
、
一
定
の
志
願
者
を
確
保
す
る
と
い

う
の
は
、
非
常
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
大
学
が
評
価
さ

れ
る
際
の
重
要
な
指
標
と
も
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
入
口
～
中

身
～
出
口
の
三
位
一
体
構
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
学
が
中
身
（
学

部
の
教
学
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
施
設
等
）
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
自

ず
と
学
生
の
満
足
度
は
高
ま
り
、
当
然
な
が
ら
民
間
企
業
で
は
そ

の
満
足
度
の
高
い
環
境
で
学
生
生
活
を
送
っ
た
学
生
を
採
用
し
よ

う
と
す
る
た
め
就
職
率
も
良
く
な
る
．
出
口
（
進
路
・
就
職
）
実

績
が
向
上
す
る
と
、
ひ
い
て
は
、
非
常
に
魅
力
的
な
大
学
と
し
て

高
校
生
や
受
験
生
か
ら
羨
望
の
眼
差
し
を
浴
び
、
受
験
を
し
て
入

学
を
希
望
す
る
志
望
層
が
増
加
す
る
．
入
口
（
入
試
）
で
の
志
願

者
数
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
大
学
で
は
、
中
身
の
改
革
を
推
進
し

て
い
き
、
そ
し
て
、
ま
た
出
口
、
入
口
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と

＜主要私立大学一般入試志願者数＞

立命館

早稲圧

明花

関西

法政

中央

東京理科

慶膳

関西学院

同志社

2002年に

103,56C

111,776

85，67

78，90

77，47

66，59

50，39

47,00

43，48

31，36

2001年産

101，577

1()7，781

77,66（

74.66（

68,64（

65,02（

50,36（

46,85：

36，511

31,40′

前年度比

102.0/

103.7ツ

110．39

105.7?

112．99

102.4ツ

100.1/

100.3/

119.19／

QQQO,
シー｡シ／
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そ
う
し
た
観
点
か
ら
一
九
八
○
年
代
か
ら
今
日
ま
で
の
本
学
の
志
願
者
数
と
そ
れ
に
即
し
た
様
々
な
入
試
改
革
の
内
実
を

見
て
い
け
ば
、
立
命
館
学
園
が
い
か
に
「
主
人
公
は
学
生
で
あ
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
本
と
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
改
革
を
推
進
し
て
き
た
か
、
明
確
に
わ
か
る
。

そ
の
入
試
に
つ
い
て
は
、
高
校
や
予
備
校
の
現
場
の
先
生
が
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
「
立
命
館
大
学
の
入
試
を
把
握
で

き
れ
ば
日
本
の
大
学
入
試
全
て
が
理
解
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
本
学
の
入
試
改
革
が
果
た
し
て
き
た
役
割

は
大
き
い
わ
け
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
本
学
が
過
去
か
ら
現
在
ま
で
常
に
時
代
の
先
を
見
据
え
て
、

毎
年
打
ち
出
し
て
き
た
斬
新
な
入
学
政
策
と
数
々
の
入
試
企
画
に
全
国
の
大
学
が
追
随
し
て
き
て
お
り
、
同
様
の
入
試
ス
タ
イ

ル
を
模
倣
・
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
、
と
い
う
実
情
が
あ
げ
ら
れ
る
。
事
実
、
現
在
、
国
内
の
国
公
私
立
大
学
が
実
施
し
て
い
る

入
試
要
項
や
方
式
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
入
試
形
態
を
べ
ｌ
ス
に
打
ち
出
し
執
り
行
っ
て

い
う
わ
け
で
安
一

生
き
残
っ
て
い
く
。

高
校
生
・
受
験
生
の
多
様
な
個
性
や
能
力
を
誘
き
出
す
た
め
の
幅
広
い
入
試
方
式
の
打
ち
出
し
は
現
在
で
あ
れ
ば
ご
く
当

た
り
前
の
基
本
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
本
学
が
九
○
年
代
の
来
る
べ
き
一
八
歳
人
口
ピ
ー
ク
時
を
念
頭
に
入
れ
て

八
○
年
代
に
切
り
出
し
た
施
策
で
、
当
時
と
し
て
は
社
会
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
受
け
と
め
ら

れ
万
、
を
し
た
編

し
る
：ま

た
試
験
会
場
の
全
国
展
開
も
今
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
元
来
全
国
の
大
学
の
中
で
は
本
学
が
端

安
定
的
に
三
位
一
体
構
造
を
向
上
し
循
環
さ
せ
て
い
る
大
学
こ
そ
が
社
会
的
に
高
い
支
持
を
得
ら
れ
蒐
今
後
蔦
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緒
で
あ
っ
た
。
本
学
で
は
現
在
、
二
月
か
ら
三
月
に
わ
た
る
独
自
入
試
を
全
国
二
○
試

験
地
（
札
幌
、
仙
台
、
高
崎
、
東
京
、
横
浜
、
金
沢
、
浜
松
、
名
古
屋
、
草
津
、
京
都
、

大
阪
、
神
戸
、
岡
山
、
広
島
、
高
松
、
北
九
州
、
福
岡
、
大
分
、
熊
本
、
鹿
児
島
）
・
五

五
試
験
会
場
（
二
○
○
三
年
度
入
試
実
施
分
）
で
実
施
し
て
い
る
が
、
京
都
以
外
の
地

方
都
市
（
札
幌
、
名
古
屋
、
広
島
、
福
岡
）
で
実
施
し
た
の
は
一
九
五
六
年
度
が
最
初

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
○
年
前
後
か
ら
段
階
的
に
拡
大
さ
せ
、
他
大
学
も
そ
の

流
れ
に
追
随
し
て
い
っ
た
の
が
実
情
で
あ
る
。

立
命
館
大
学
が
こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
様
々
な
入
試
改
革
の
推
移
と
年
度
ご
と
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
．
全
国
に
先
駆
け
て
打
ち
出
し
た
本
学
の
大
学
改

革
と
入
試
改
革
は
一
九
九
○
年
代
に
入
り
二
○
○
万
名
に
到
達
す
る
と
の
一
八
歳
人

口
予
測
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
に
は
一
九
八
四
年
か
ら
四
年
間
を
視
野
に
入
れ
た
第
三

次
長
期
計
画
前
半
期
を
根
幹
と
し
て
遂
行
さ
れ
た
．

当
時
、
本
学
が
置
か
れ
て
い
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
八
○
年
代
に
入
り
年
々
志

願
者
数
が
減
少
し
就
職
実
績
も
決
し
て
芳
し
い
と
は
言
え
な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
た
。
実
際
に
経
年
で
本
学
の
偏
差
値
が
最
も
落
ち
込
ん
だ
年
度
は
一
九
八

五
年
度
で
し
か
も
志
願
者
実
数
は
三
七
、
九
七
四
名
で
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
と
も
い
え

る
四
万
人
を
割
り
込
ん
だ
年
で
あ
っ
た
。
長
期
計
画
実
施
の
初
年
度
で
あ
っ
た
こ
と
も

<大学･短期大学志願結果と進学環境予淵||(ベネッセコーポレーション・河合塾調査)＞

（単位：万人）

18歳人「

高校卒業者数

志願者総数

現役志願者数

1992年度

204.9

180．7

121.5

92.1

1996年度

173.2

只只R
JJ．』

109.6

84．

1998年膜

162.2

144.1

99．8

79．3

1999年底

154.5

138.〔

93．0

79.〔

2000年度

151．

135.:

88．0

5.’

2005年度

136．

122．3

83．4

73．4
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一
九
八
七
年

志
願
者
数
五
三
、
三
六
八
名
．
臨
時
定
員
受
入
れ
開
始
と
と
も
に
理
工
学
部
情
報
工
学
科
を
開
設
。
海
外
セ
ミ
ナ
ー
も
こ
の

年
か
ら
始
ま
っ
た
。
「
ス
ポ
ー
ツ
能
力
に
優
れ
た
者
の
特
別
選
抜
入
学
試
験
」
（
以
下
、
「
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
」
と
略
）
、
帰
国

生
徒
入
試
と
い
っ
た
従
来
型
と
は
異
な
る
入
試
も
新
規
導
入
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
は
高
等
学
校
三
年
間
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
の
優
れ
た
能
力
と
実
績
を
持
ち
、
入
学

後
は
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て
本
学
体
育
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
学
業
と
を
両
立
す
る
こ
と
を
基
礎
資
格
と
し
て
い
る
。
多
様

で
と
く
に
高
い
能
力
と
個
性
を
持
つ
学
生
を
全
国
的
に
広
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
は
、
個
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
な
ら
び
に
カ
レ
ッ

’
九
八
六
年

志
願
者
数
五
○
、
六
六
四
名
．
今
後
、
国
内
へ
の
留
学
生
受
け
入
れ
者
数
の
増
加
が
大
幅
に
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
留
学

生
入
試
を
実
施
し
留
学
生
の
本
格
受
入
れ
を
開
始
し
た
。

あ
り
入
学
試
験
の
検
定
料
は
こ
の
年
か
ら
二
○
電
○
○
○
円
と
な
っ
た
（
参
考
／
一
九
八
○
年
・
’
九
八
一
年
Ⅱ
一
五
○

○
○
円
、
一
九
八
二
年
．
一
九
八
三
年
Ⅱ
一
八
、
○
○
○
円
）
．

一
九
八
五
年

志
願
者
数
四
七
、
一
二
九
名
。
入
学
試
験
の
検
定
料
二
四
○
○
○
円
。



二
目
４
．

ハ
０
１
０
人

ジ
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
極
め
て
有

効
で
あ
る
。
以
降
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
は
段
階
的
に
内

実
化
を
図
り
、
現
在
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
大
学

野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技
等
数
々
の
分

野
で
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
見
せ
連
日
の

新
聞
に
「
立
命
館
」
が
紙
面
を
飾
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

一
九
八
七
年
に
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

か
ら
今
日
ま
で
の
実
績
と
そ
の
都
度
同
入
試
を
改
革
し
て

内
実
化
さ
せ
た
結
実
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
．
こ

の
時
期
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
入
試
環
境
を
見
据
え
な

が
ら
矢
継
ぎ
早
に
新
規
方
式
が
導
入
さ
れ
、
各
方
面
か
ら

の
注
目
度
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
。
一
八
歳
人
口
激
増
を

前
に
い
か
に
戦
略
的
な
学
生
募
集
政
策
を
打
ち
立
て
る

か
は
差
し
迫
っ
た
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。

一
九
八
八
年

一
九
九
○
生
古
屋
ま
で
の
三
年
間
を
見
据
え
る
学
園
政
策

＜立命館の志願者数と入試改革＞その草

年度

1984

1985

1986

1987

1988

198

199C

志願者数

57，095

47’qi
△qｼｰﾝｰ

50，664

53，368

70，054

8(),822

85,141

入試改葦

留学生入試

スポーツ推薦入誌

帰国生徒入試

理工学部の理科2科目を1ラ

目に削I

一般入試の多様化(B・C・I

方式：

M方式、文芸入訂

A日程､同一日で地方会場設恒

大学改革等

長期計画

国際センター開設

交換留学制E

理工学部情報工学準

臨時定員受入れ開捉

海外セミナー開妊

国際関係学部新設

高中校男女共学化・深草移蔭

常任・専務理事制､総長・畠’

総長制

21世紀学園構想委員会発足

創始120年創立90年記念式典
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方
針
を
う
た
っ
た
第
三
次
長
期
計
画
（
後
半
期
）
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
二
一
世
紀
学
園
構
想
委
員
会
が
発
足
三
二
世
紀
の
立

命
館
学
園
構
想
」
一
九
八
九
年
三
月
答
申
）
し
、
「
新
学
部
・
理
工
学
部
新
展
開
、
国
際
化
」
等
を
基
軸
に
し
た
諸
課
題
が
学

園
全
体
で
共
有
化
が
図
ら
れ
た
。
国
際
関
係
学
部
の
開
設
、
理
工
学
部
で
の
理
科
一
科
目
へ
の
削
減
と
い
っ
た
入
試
改
革
も
進

み
、
前
年
度
ま
で
低
迷
し
て
い
た
志
願
者
数
は
七
○
、
○
五
四
名
ま
で
上
昇
し
、
女
子
志
願
者
数
は
一
○
、
四
四
五
名
と
初
め

て
一
万
名
を
超
え
た
（
参
考
／
二
○
○
二
年
度
三
○
、
九
七
一
名
）
。

な
お
第
三
次
長
期
計
画
の
も
と
、
附
属
高
校
は
男
女
共
学
化
さ
れ
、
北
大
路
校
舎
は
現
在
の
地
で
あ
る
深
草
へ
と
拡
充
移
転

し
た
。
一
八
歳
人
口
は
同
年
一
八
八
万
二
千
名
に
の
ぼ
っ
た
。

場
し
た
。
従
来
に
は
な
か
つ
１

代
に
入
り
、
全
国
の
大
学
で
」

新
規
導
入
し
た
方
式
で
あ
る
。

外
さ
せ
た
￥

そ
う
し
た
受
験
生
の
個
性
や
力
量
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
標
傍
し
新
規
に
導
入
し
た
入
試
方
式
は
Ｂ
方
式
（
論
文
と
外
国
語

の
二
教
科
。
論
文
の
配
点
が
高
い
）
、
Ｃ
方
式
（
文
系
数
学
と
外
国
語
．
数
学
の
配
点
が
高
い
）
、
Ｅ
方
式
（
外
国
語
国
語
。

英
語
の
配
点
が
高
く
リ
ス
ニ
ン
グ
も
課
す
）
。
こ
の
ほ
か
、
社
系
の
学
部
で
は
従
来
型
の
三
教
科
Ａ
方
式
の
国
語
か
ら
漢
文
を
除

九
八
九
年

現
在
の
入
試
制
度
の
基
盤
と
も
い
え
る
多
様
な
能
力
、
資
質
、
個
性
を
持
っ
た
学
生
確
保
の
た
め
、
新
た
な
入
試
形
態
が
登

し
た
。
従
来
に
は
な
か
っ
た
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
大
学
受
験
の
概
念
を
払
拭
し
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
九
○
年

に
入
り
、
全
国
の
大
学
で
は
様
々
な
入
試
方
式
を
打
ち
出
し
た
が
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
が
こ
の
時
期
に
お
け
る
本
学
の
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一
九
九
○
年

理
工
学
部
で
は
定
員
増
を
念
頭
に
入
れ
、
志
願
者

数
拡
大
を
踏
ま
え
た
二
教
科
型
入
試
を
導
入
し
た
．

こ
の
Ｍ
方
式
は
理
系
数
学
に
強
い
受
験
生
の
確
保
を

考
え
た
も
の
で
、
入
試
科
目
は
、
配
点
が
英
語
の
二

倍
あ
る
理
系
数
学
と
外
国
語
。

一
般
入
試
の
ほ
か
に
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
的
な

ま
た
霜
入
試
改
革
の
一
端
と
し
て
注
目
を
集
め
た

の
が
入
学
試
験
会
場
の
全
国
展
開
で
あ
る
。
立
命
館

大
学
を
志
望
す
る
受
験
生
の
受
験
機
会
を
保
障
す
る

観
点
か
ら
、
全
国
各
地
で
隈
な
く
受
験
で
き
る
こ
と

を
目
的
に
同
年
か
ら
本
格
化
し
た
。
杜
の
都
、
仙
台

に
試
験
会
場
が
設
け
ら
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
っ
た
。

一
八
歳
人
口
は
一
九
三
万
四
千
名
。
多
様
な
入
試
方

式
の
展
開
と
相
ま
っ
て
志
願
者
数
は
、
八
○
、
八
二

二
名
へ
と
急
増
し
た
。
検
定
料
は
二
五
○
○
○
円
．

〈立命館の志願者数と入試改革＞その2

年I妾

199

199:

1QQ1
ユリ､ノI

志願者数

101,964

100,032

83，26

入試改革

福岡全日程､地方試験を1回の

みから2回実施で受験機会拡大

大学入試センター試I険利用入

試(理工T方式）〔以下､セン

ター試,験利用〕、札幌全日程

センター試験利用(経剤・坦

工

広島全日活

大学改革等

91全学協第4次長期計画､UB(

プログラム、エクステンシ旨

ン本格開始､海外セミナーi

仏追加､TOEFL・ITP1回と

全員受験実施､アカデメイラ

立命21竣工

副専攻制､父母教育後援会；

足､エクステンションセンター

開設､国|際平和ミュージアュ
三
口

日
和
側

日
旧
．

短大編入教学提携､科目等履

修生制度､宇治学園との合併、

BKC(びわこ・くさつキャン

パス)竣工・開学式、「京都・

大学センター」（現：大学コン

ソーシアム京都)設立へ参加、

放送大学との単位互換協定(二

部）締結、教職センター開設



〔
冒
冒
冒
冒
二
二６

１
０
上

事
項
と
し
て
は
二
文
化
・
芸
術
活
動
に
優
れ
た
者

の
特
別
選
抜
入
試
」
（
以
下
、
「
文
芸
推
薦
入
試
」

と
略
）
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
多

様
な
個
性
・
能
力
・
資
質
を
持
っ
た
学
生
を
迎
え

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
性
豊
か
な
人
材
の
育

成
に
寄
与
し
同
時
に
大
学
を
よ
り
活
性
化
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
主
眼
に
お
い
た
。

文
芸
推
薦
入
試
は
、
基
礎
学
力
も
当
然
な
が
ら

文
化
・
芸
術
活
動
に
お
い
て
全
国
的
に
も
特
段
優

れ
た
能
力
と
実
績
を
持
つ
人
を
選
抜
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
文
芸
推
薦
入
試
で
入
学
し
た
学

生
は
”
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
活
動
を
本
学
で
も

継
承
発
展
さ
せ
る
た
め
に
本
学
の
学
生
団
体
・
サ
ー

ク
ル
等
に
入
部
し
て
も
ら
い
所
属
す
る
学
部
で
の

勉
学
と
の
両
立
を
図
っ
て
も
ら
う
．
三
年
前
に
導

入
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
と
同
様
に
、
現
在

の
本
学
に
お
け
る
文
化
芸
術
・
学
術
分
野
に
関
わ

＜立命館の志願者数と入試改革＞その3

年但

1994

99

志願者難

94，77

96,02

入試改革

センター試↓験利用(法・国際

関係・経営)、PS方式、女子

特別入試(経済・理工)､ADD

(アメリカン大）入試、理二

新3、大阪試験場

後期分割入試(産業社会除く〉

センター試験利用(政策科学）

理工新3）、自己推薦入試

大学改革等

BKC開設・理工学部移転､理

工学部情報・生物・環境3学

科増設､総合理工学研究機構

設置、政策科学部開設、新21

世紀学園構想委員会発足､授

業週5日開言読u,セメスター制

各学部教学改革実施・二部教

学改革実施､留学生カリキュ

ラム・外国語改革､アメリカ

ン大との学部共同学位プログ

ラム実施、「京都・大学セン

ター｣との単位互換包括協定、

総合情報システム完成､立命

館宇治高校開校､シンボルマー

ク決定

95全学協議会､産官学交流事

業推進室(リエゾンオフィス）・

大阪オフィス設置､世界大学

生平和サミット、慶祥学園と

の合併
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る
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
で
の
高
い
活
動
実
績
は
こ
の
文
芸
推
薦
入
試
の
内
実
化
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

試
験
会
場
の
新
た
な
展
開
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
東
京
と
名
古
屋
を
全
日
程
会
場
（
毎
日
そ
の
会
場
で
試
験

を
実
施
す
る
。
つ
ま
り
受
験
生
は
毎
日
受
験
で
き
る
）
に
拡
充
さ
せ
、
並
行
し
て
二
月
入
試
前
半
期
に
同
一
日
で
地
方
試
験
会

場
も
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
都
市
圏
で
の
受
験
と
近
辺
の
地
方
試
験
会
場
と
の
併
願
を
可
能
に
し
て
、
本
学
本
命
受
験

生
が
地
元
で
複
数
受
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

入
学
試
験
の
検
定
料
は
一
九
八
四
年
か
ら
二
万
円
台
で
推
移
し
て
き
た
が
、
同
年
一
九
九
○
年
か
ら
三
万
円
に
な
っ
た
（
一

九
九
三
年
か
ら
は
現
行
の
三
万
五
千
円
）
。
一
八
歳
人
口
は
二
○
○
万
名
台
に
突
入
し
（
同
年
二
○
○
万
五
千
名
）
、
本
学
の
多

面
的
な
改
革
も
取
り
巻
く
情
勢
と
も
う
ま
く
適
合
し
、
志
願
者
数
は
八
五
、
一
四
七
名
へ
と
上
昇
気
流
に
乗
り
対
前
年
度
五
・

四
％
の
増
加
と
な
っ
た
．

志
願
者
数
は
一
○
三
九
六
四
名
と
学
園
史
上
初
の
一
○
万
名
台
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
最
こ
の
年
一
八
歳
人
口
は
二

○
四
万
五
千
名
で
、
そ
う
し
た
受
験
人
口
の
激
増
に
も
後
押
し
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
予
め
そ
の
入
試
環
境
を
想

定
し
従
来
の
発
想
を
覆
し
た
、
い
わ
ば
今
で
言
う
逆
転
の
発
想
と
い
っ
た
斬
新
な
入
学
・
入
試
政
策
の
連
続
的
な
打
ち
出
し
が

一
九
九
一
年

試
験
会
場
に
つ
い
て
拡
大
さ
せ
、
福
岡
試
験
地
を
全
日
程
会
場
へ
と
拡
充
し
、
九
州
圏
内
の
受
験
生
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減

さ
せ
た
。
地
方
試
験
会
場
で
は
新
潟
試
験
地
を
開
設
す
る
一
方
、
同
一
学
部
の
受
験
回
数
を
一
回
か
ら
二
回
実
施
へ
と
、
さ
ら

に
受
験
機
会
の
拡
大
を
図
っ
た
．
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奏
効
し
た
と
い
え
る
”

一
九
九
三
年

経
済
・
理
工
学
部
で
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
を
導
入
、
当
初
の
名
称
は
Ｔ
１
方

式
（
二
月
実
施
）
、
Ｔ
２
方
式
（
三
月
実
施
）
．

利
用
科
目
は
各
々
四
教
科
で
個
別
学
力
試
験
は
Ｔ
１
方
式
が
総
合
問
題
で
Ｔ
２
方

式
が
面
接
。
評
定
値
も
そ
れ
ぞ
れ
点
数
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
試
験
会
場
で

は
、
広
島
試
験
地
を
全
日
程
会
場
へ
と
拡
大
し
た
ほ
か
、
米
子
試
験
地
を
新
た
に
設

一
九
九
二
年

志
願
者
数
は
一
○
○
、
○
三
二
名
．
二
年
連
続
一
○
万
名
の
大
台
に
乗
せ
る
こ
と

工
学
部
で
Ｔ
方
式
（
総
合
問
題
・
評
定
値
を
点
数
化
）
を
導
入
し
、
試
験
会
場
の
新

展
開
で
は
、
札
幌
試
験
地
を
全
日
程
会
場
に
し
た
ほ
か
静
岡
と
岡
山
で
新
た
に
受
験

で
き
る
よ
う
に
試
験
会
場
を
設
け
た
。

こ
の
年
、
一
八
歳
人
口
は
、
過
去
最
多
の
二
○
四
万
九
千
名
ま
で
膨
ら
ん
だ
。
受

験
人
口
な
ど
関
連
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
高
校
卒
業
者
数
は
一
八
○
万
七
千
名
、
四
年

制
大
学
と
短
期
大
学
志
願
者
数
は
二
二
万
四
千
名
。

一
年
連
続
一
○
万
名
の
大
台
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

<立命館大学志願者の近畿圏出身者比率推移＞

新
た
な
入
試
方
式
で
は
蔦
理

1990年度

1991年度

1992年度

1993年度

1999年度

2002年度

近畿圏比率

55．79

51.4

50．［

47．5ツ

43．99

46．79

近畿圏以外比』

44．39イ

48．69イ

49．5(洲

52.5/

56．191

53．3(％
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’
九
九
四
年

一
八
歳
人
口
は
一
八
六
万
名
と
さ
ら
に
減
少
し
た
が
、
志
願
者
数
は
九
四
七
七
四
名
と
や
や
持
ち
直
し
た
．
要
因
と
し
て

は
、
長
期
計
画
の
も
と
推
進
さ
れ
た
大
規
模
な
学
園
全
体
の
改
革
と
新
た
な
入
学
政
策
の
展
開
が
あ
げ
ら
れ
る
。

一
九
九
四
年
、
政
策
科
学
部
の
創
設
、
理
工
学
部
、
理
工
学
研
究
科
の
「
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）
」
へ
の

拡
充
移
転
を
行
っ
た
。
理
工
学
部
は
情
報
学
科
、
生
物
工
学
科
、
環
境
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
を
増
設
し
た
。
入
試
改
革
で
は

政
策
科
学
部
創
設
に
よ
り
Ｐ
Ｓ
方
式
（
外
国
語
・
基
礎
学
力
テ
ス
ト
。
同
学
部
の
メ
イ
ン
入
試
方
式
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
）
。

け
た
。
ま
た
、
特
跳
入
試
関
連
で
は
二
部
社
会
人
資
格
を
二
五
歳
以
上
に
引
き
上
げ
た
。

入
学
試
験
検
定
料
は
同
年
か
ら
現
行
と
同
じ
三
五
、
○
○
○
円
に
な
っ
た
．
二
年
連
続
一
○
万
名
の
大
台
を
確
保
し
た
志
願

者
数
だ
が
、
同
年
は
八
三
、
二
六
八
名
と
減
少
し
た
。
背
景
と
し
て
は
一
八
歳
人
口
が
一
九
八
万
二
千
名
と
、
二
○
○
万
人
を

割
り
、
全
国
的
に
ピ
ー
ク
を
超
え
た
と
思
わ
れ
る
入
試
環
境
の
様
変
わ
り
も
背
景
に
あ
る
。
こ
の
九
三
年
度
以
降
、
一
八
歳
人

口
は
一
気
に
下
降
線
を
辿
っ
て
い
く
。

特
筆
で
き
る
事
項
と
し
て
は
、
志
願
者
の
近
畿
圏
比
率
が
こ
の
一
九
九
三
年
を
境
に
五
○
％
を
割
っ
た
こ
と
で
あ
る
．
近
畿

圏
比
率
は
、
一
九
九
○
年
度
五
五
・
七
％
、
一
九
九
一
年
度
五
一
・
四
％
、
一
九
九
二
年
度
五
○
・
五
％
と
減
少
し
続
け
、
一

九
九
三
年
度
以
降
、
近
畿
圏
比
率
は
五
○
％
を
下
回
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て
、
一
九
八
八
年
度
の
近
畿
圏
比
率
は
六
○
％
台

と
高
か
っ
た
海
そ
の
後
の
数
々
の
入
試
改
革
に
よ
り
関
東
・
九
州
地
方
を
中
心
に
地
方
比
率
が
伸
び
た
。
現
在
、
志
願
者
・

合
格
者
・
手
続
者
と
も
に
近
畿
圏
以
外
の
占
有
率
は
五
○
％
を
超
え
、
全
国
型
特
性
の
高
さ
を
維
持
し
て
い
る
．
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新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
志
願
者
数
増
加
や
受
験
生
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
た

め
、
政
策
科
学
部
と
理
工
学
部
の
二
学
部
が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
を
新
規
導
入
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
二
月
入
試
以
外

の
連
動
を
強
め
る
泉

す
る
こ
と
の
必
要
性
。

一
九
九
五
年

こ
の
年
の
入
学
政
策
で
は
二
九
八
六
年
度
入
試
検
討
委
員
会
答
申
」
以
降
の
本
学
の
入
学
政
策
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

実
態
分
析
を
含
め
た
総
括
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
入
学
政
策
と
し
て
次
の
四
つ
の
基
本
視
点
が

あ
げ
ら
れ
た
。
四
伺
い
学
力
と
多
様
な
個
性
を
持
っ
た
学
生
を
受
け
入
れ
る
、
か
室
心
願
者
・
母
体
層
の
確
保
③
教
学
改
革
と

の
連
動
を
強
め
る
、
④
生
涯
学
習
対
応
、
新
大
学
等
の
第
五
次
長
期
計
画
に
お
け
る
新
し
い
課
題
を
入
学
政
策
の
面
か
ら
検
討

Ａ
方
式
．
Ｅ
方
式
に
よ
る
新
規
募
集
採
用
が
大
き
な
目
玉
と
な
っ
た
．
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
は
法
・
経
営
・
国
際
関
係
学

部
で
新
た
に
導
入
を
図
り
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
の
名
称
と
し
て
前
期
実
施
分
を
Ｔ
１
、
後
期
実
施
分
を
Ｔ
２
と
変
更
し

た
。
経
済
・
理
工
学
部
で
は
女
子
学
生
比
率
の
向
上
を
目
指
し
新
た
に
「
女
子
特
別
方
式
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ア
メ

リ
カ
ン
大
学
と
の
学
部
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
Ａ
Ｄ
Ｄ
入
試
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
ュ
ア
ル
デ
イ
グ
リ
ー

試
験
会
場
の
展
開
で
は
、
全
国
型
特
性
が
他
大
学
に
比
し
て
本
学
の
大
き
な
優
位
点
で
あ
り
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る

一
方
で
、
地
元
近
畿
圏
比
率
の
向
上
も
主
要
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
大
阪
」
試
験
地
を
新
設
し
た
．
女
子
志
願
者
に
向
け
た

取
り
組
み
や
学
部
・
学
科
の
新
増
設
に
よ
り
女
子
志
願
者
数
は
二
万
名
を
超
え
た
（
一
二
、
五
四
四
名
）
．

入
試
）
も
開
始
さ
れ
た
。



、
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『
１
人

試
験
会
場
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
近
畿
圏
拡
充
と
と
も
に
首
都
圏
へ
の
浸
透
度
を
高
め
る
た
め
東
京
に
次
い
で
「
横
浜
」

試
験
地
も
設
け
、
首
都
圏
の
受
験
生
が
効
率
良
く
併
願
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
新
機
軸
の
三
月
入
試
は
九
千
名
近
い
志
願
者

導
入
し
た
こ
と
に
な
る
“

後
年
二
○
○
○
年
前
後
に
「
Ａ
Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
）
」
ブ
ー
ム
が
全
国
の
国
公
私
立
大
間
に
広
が
り
現
在

二
○
○
を
超
え
る
大
学
が
Ａ
Ｏ
入
試
を
導
入
し
て
い
る
が
、
本
学
で
は
す
で
に
こ
の
九
○
年
代
に
名
称
は
異
な
る
に
し
て
も
同

様
の
Ａ
Ｏ
型
入
試
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
う
い
う
点
で
は
一
○
年
後
の
入
試
環
境
を
に
ら
ん
だ
先
見
性
を
持
っ
た
特
別
入
試
を

で
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
三
月
実
施
の
二
教
科
入
試
「
後
期
分
割
方
式
」
を
加
え
た
。

同
方
式
は
現
在
、
全
学
部
で
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
産
業
社
会
学
部
を
除
く
全
学
部
実
施
で
行
わ
れ
た
．
理
工
学
部

の
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
Ｔ
方
式
に
は
三
学
科
（
情
報
学
科
、
生
物
工
学
科
、
環
境
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
）
が
加
わ
っ
た
。

一
般
入
試
以
外
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
「
自
己
推
薦
特
別
選
抜
入
試
」
（
以
下
、
「
自
己
推
薦
入
試
」
と
略
）
が
新
た
に
導

入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
多
様
な
個
性
・
能
力
・
資
質
を
持
っ
た
学
生
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
性
豊
か
な
人
材
の

育
成
に
寄
与
し
、
同
時
に
大
学
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
主
眼
に
お
い
た
。

自
己
推
薦
入
試
は
、
高
校
三
年
間
で
の
課
外
活
動
や
学
業
成
績
等
の
広
い
分
野
に
お
い
て
多
面
的
に
そ
の
人
を
見
て
い
く
と

い
う
、
学
科
試
験
で
は
把
握
で
き
な
い
、
い
わ
ば
人
物
本
位
の
入
試
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
自
己
推
薦
入
試
で
入
学
し
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
が
、
教
科
・
学
科
試
験
を
課
す
一
般
入
試
の
学
生
と
は
ま
た
特
性
が
一
種
異
な
り
、
高
校
時
代
に
培
っ

た
能
動
的
な
力
量
を
本
学
入
学
後
も
存
分
に
発
揮
し
、
進
路
・
就
職
で
も
引
き
続
き
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
（
一
て
い
る
》
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＜立命館の志願者数と入試改革＞その4

年度

1996

1QQ亨
4－〃、ノ目

『
ｌ
工 98

1999

200C

志願者聾

102,21;

99,80̂

93．46

86，196

93,07頁

入試改革

後期分割入試(産業社会)､セ

ンター試↓験利用（産業社会、

文)､文学部で人文インス募集

開好

F方式（文系)、IR方式（国隙

関係)､センター試験利用(侭

営）3教科に削洞

文理総合インス募集開始､セ

ンター試験利用（国際関係）

3教科に削減､経済女子特月I

入試募集停止､入学センター

にAO(アドミッションズオ

フィス）開司

センター試験利用､試験実施

前に出願締切(文・理工除く)、

AO入試スタート（法学セミ

ナー方式；

国際インスティテュート(法

産業社会・国際関係・政策科

学・文）募集開始、センター

試験利用（経営）2科目型導

入・経済・経営後期募集停止・

理工センター試験事前締切、

IE方式（経済・経営）導入

大学改革等

第5次長期計画､理工学部2学

科（光工学科く現:電子光情報

工>､ロボティクス学科)新設、

昼夜開言詩fill導入(法・文・経・

営)、文学部で｢人文総合科学

インスティテュート」開設、

SR(シンクロトロン放射光〉

センター開設､立命館大学慶

祥高校開校

大学院政策科学研究科開弓

経済・経営学部BKC新展開、

BKC文理総合インスティ

テュート(経済・経営・理工)、

衣笠キャンパス新展開・キャ

ンパス整備､外国語教育改革

実施､韓国事務所・インドネ

シア事務所設置

昼夜開講制導入(産社・文く蝿

理>)､法・経済・経営・文て

昼夜開言詩ﾘ改革､アートリサー

チセンター開設､東京オフィ
ヨ
レ

臼
『
側

目
胴

『
〈

立命館学園創始130年・学園倉｜

立100周年､立命館アジア太平

洋大学(APU)創設、立命鮮

慶祥中学校設置､国際インヌ

ティテュート（法・産社・匡

際・政策・文）開設、理工学

部数学物理学科を改組し数理

科学科・物理科学科設置､立

命館大学ローム記念館開設



言
・
４

〔
’
Ｊ
１

１
０
１

学
部
改
革
の
一
環
と
し
て
理
工
学
部
で
光
工
学
科
（
現
在
の
電
子
光
情
報
工
学
科
）
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
の
二
学
科
が
増

設
さ
れ
た
。
両
学
科
と
も
全
国
的
に
初
め
て
の
名
称
で
、
一
二
世
紀
の
政
治
、
経
済
、
国
際
社
会
を
見
据
え
た
分
野
を
先
取
り

し
た
か
た
ち
で
、
全
国
に
広
く
高
い
関
心
を
集
め
た
。

一
九
九
六
年

志
願
者
数
は
一
○
二
、
二
一
三
名
、
再
び
一
○
万
を
突
破
し
た
。
過
去
三
度
目
の
一
○
万
台
で
あ
る
。

入
学
政
策
の
基
本
視
点
は
「
流
動
化
す
る
入
試
環
境
の
中
で
、
高
い
学
力
と
多
様
な
個
性
・
能
力
を
持
っ
た
入
学
者
の
確
保
、

志
願
者
の
量
と
質
の
確
保
と
い
う
〃
一
九
八
六
答
申
″
に
よ
る
改
革
の
成
果
を
維
持
し
つ
つ
、
残
さ
れ
た
課
題
の
克
服
を
目
指

す
こ
と
」
で
あ
っ
た
．
加
え
て
重
点
課
題
は
①
入
学
者
の
「
質
」
の
向
上
、
併
願
合
格
者
の
進
学
構
造
へ
の
切
り
込
み
、
②

教
学
改
革
と
の
連
携
の
強
化
、
と
く
に
〃
Ｂ
Ｋ
Ｃ
新
展
開
″
と
入
試
、
③
中
高
大
一
貫
教
育
の
強
化
の
視
点
か
ら
の
附
属
校
か

ら
の
受
入
れ
の
改
善
、
④
志
願
者
数
の
確
保
、
で
あ
る
．

一
八
歳
人
口
が
一
九
九
三
年
度
以
降
大
幅
に
減
少
し
、
入
試
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、
一
○
万
台
に
乗
せ
た
こ
と
は
、

全
国
的
に
驚
異
的
な
事
項
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
背
景
と
し
て

は
、
学
部
改
革
な
ど
長
期
的
な
視
野
の
も
と
で
打
ち
出
さ
れ
た
政
策
を
核
に
、
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用
し
た
入
試
方
式
の
拡
充

も
原
動
力
と
な
（
一
た
、

数
を
確
保
で
き
こ
れ
に
よ
り
総
志
願
者
数
は
九
六
○
三
一
名
ま
で
回
復
し
た
。
一
八
歳
人
口
は
一
七
七
万
四
千
名
と
さ
ら

に
減
少
幅
が
広
が
っ
た
。



一
ヘ
リ

ラ
ー

１
１
土

こ
の
年
一
八
歳
人
口
は
一
七
○
万
を
割
り
込
み
一
六
八
万
名
に
な
っ
た
。
入
試
改
革
で
は
文
系
学
部
で
Ｆ
方
式
（
外
国

語
・
国
語
〈
現
の
み
〉
）
、
国
際
関
係
学
部
で
は
Ｉ
Ｒ
方
式
（
英
語
１
教
科
ｌ
英
語
・
英
語
長
文
・
リ
ス
ニ
ン
グ
）
が
新
規
導
入

さ
れ
、
経
営
学
部
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
の
利
用
科
目
数
を
四
教
科
か
ら
三
教
科
に
削
減
す
る
な
ど
、
新
た
な
手
を
講

じ
た
。
こ
の
た
め
、
一
八
歳
人
口
の
減
少
幅
が
増
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
志
願
者
数
は
九
九
、
二
六
一
名
と
前
年
に
比
べ
微

改
善
・
強
化
の
推
進
。

’
九
九
七
年

基
本
目
標
は
①
女
子
・
現
役
志
願
動
向
を
的
確
に
捉
え
た
入
試
制
度
改
善
や
教
学
改
革
の
社
会
的
打
ち
出
し
に
よ
る
志
願

者
数
確
保
．
そ
の
際
、
一
九
九
五
年
全
学
協
議
会
や
第
五
次
長
期
計
画
委
員
会
提
起
の
改
革
方
向
を
明
示
す
る
こ
と
、
②
Ｂ
Ｋ

Ｃ
新
展
開
の
内
容
を
具
体
的
に
打
ち
出
し
Ⅷ
新
し
い
志
願
者
層
の
拡
充
、
③
文
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
な
ど
の
特
別
入
試
改
革
に

よ
り
、
多
様
で
意
欲
的
な
学
生
を
確
保
、
④
人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
入
試
の
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
た
入
試
政
策

と
教
学
改
革
と
の
一
層
の
連
動
強
化
。
例
え
ば
，
国
際
関
係
学
部
改
革
・
外
国
語
改
革
と
の
連
動
な
ど
、
⑤
入
試
執
行
体
制
の

入
試
改
革
と
し
て
は
文
学
部
で
「
人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
の
募
集
が
開
始
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

方
式
は
産
業
社
会
学
部
、
文
学
部
が
新
規
導
入
し
た
。
産
業
社
会
学
部
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
科
目
を
三
教
科
に
定
め
た
ほ

か
、
三
月
の
後
期
分
割
方
式
も
新
た
に
導
入
し
多
く
の
志
願
者
を
集
め
た
。
ま
た
、
勤
労
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
夜
間
部
と

昼
間
部
と
は
相
互
に
壁
を
取
り
払
い
こ
の
一
九
九
六
年
か
ら
昼
夜
開
講
制
が
導
入
さ
れ
、
社
会
の
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
対
応
す
る
受
け
皿
が
整
備
さ
れ
た
。
一
八
歳
人
口
は
一
七
三
万
二
千
名
。
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’
九
九
八
年

経
済
学
部
と
経
営
学
部
が
「
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）
」
へ
新
展
開
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｂ
Ｋ
Ｃ
は
理
工
学

部
と
合
わ
せ
て
三
学
部
と
な
っ
た
。
並
行
し
て
三
学
部
の
壁
を
取
り
払
っ
て
文
系
・
理
系
融
合
の
学
び
を
実
践
し
て
い
く
「
文

理
総
合
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
入
試
で
の
募
集
も
開
始
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
年
は
一
九
九
四
年
度
Ｂ
Ｋ
Ｃ
開
設
か
ら
四
年
を
経
て
、
し
か
も
経
済
・
経
営
学
部
も
加
わ
っ
た
Ｂ
Ｋ
Ｃ
新
展

開
の
初
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
“
Ｂ
Ｋ
Ｃ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
立
ち
上
げ
や
学
部
教
学
改
革
の
実
践
が
課
題
と
な
り
、

一
層
の
高
度
化
“
あ
る
い
は
新
た
な
改
革
な
ど
が
本
格
的
に
実
践
過
程
に
入
っ
て
い
く
年
度
に
も
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
入
試
改
革
で
は
、
国
際
関
係
学
部
の
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
の
科
目
数
を
五
教
科
か
ら
三
教
科
に
削
減
し

受
験
生
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
ほ
か
、
経
済
学
部
で
実
施
さ
れ
て
き
た
女
子
特
別
入
試
を
募
集
停
止
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
教
科
・
科
目
で
は
測
れ
な
い
そ
の
人
の
個
性
や
能
力
を
見
た
い
と
い
う
趣
旨
と
、
高
校
三
年
間
の
多
様
な
活

動
実
績
を
選
抜
方
法
と
し
て
位
置
付
け
る
と
い
う
国
内
外
に
お
け
る
高
等
教
育
情
勢
や
時
流
に
い
ち
早
く
対
応
す
る
た
め
、
「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
」
を
入
学
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
た
．
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
自
己
推
薦
入
試
は
Ａ
Ｏ
型
と
も

い
え
る
た
め
、
さ
ら
に
内
実
化
を
図
る
た
め
、
以
降
、
Ａ
Ｏ
選
抜
入
試
「
自
己
推
薦
方
式
」
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
、
文
部
省
で
は
Ａ
Ｏ
入
試
を
推
薦
で
は
な
く
一
般
入
試
の
枠
組
み
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
を
公
表
し
、
旧
帝
大
系

国
立
大
学
で
も
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
（
あ
る
い
は
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
、
Ａ
Ｏ
入
試
の
位
置
付
け
も
年
々
高
ま
り

減
に
留
ま
（
一
た
』
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を
見
せ
て
き
た
。
志
願
者
数
は
九
三
○
六
五
名
一
八
歳
人
口
は
一
六
二
万
二
千
名
ま
で
減
少
し
た
。

一
九
九
九
年

基
本
指
針
は
教
学
改
革
と
連
動
し
た
入
試
改
革
の
推
進
で
、
全
学
あ
る
い
は
各
学
部
が
目
指
す
学
生
像
と
の
関
連
で
入
試
方

式
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
点
に
重
心
が
置
か
れ
た
。

志
願
者
数
は
九
万
名
を
割
り
込
み
八
六
、
○
三
五
名
と
な
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
で
は
画
期
的
な
施
策
が
打
ち
出

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
後
に
出
願
を
締
め
切
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
の
九
九
入
試
か
ら
文
・
理
工

学
部
を
除
き
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
前
に
出
願
締
切
日
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
従
来
の
試
験
後
の
設
定
で
あ
れ
ば
、
予
備

校
を
は
じ
め
受
験
業
界
が
設
定
す
る
高
い
得
点
率
に
大
学
が
左
右
さ
れ
本
学
本
命
層
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
．
し

か
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
前
に
出
願
を
締
切
に
す
る
こ
と
で
、
本
学
が
独
自
で
合
格
ラ
イ
ン
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
入

学
手
続
率
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由
で
打
ち
出
し
た
．

こ
の
結
果
、
従
来
よ
り
も
か
な
り
高
い
率
で
本
学
本
命
層
を
獲
得
す
る
こ
と
で
き
、
以
降
、
理
工
学
部
は
二
○
○
○
年
度
、

文
学
部
は
二
○
○
一
年
度
よ
り
セ
ン
タ
ー
試
験
事
前
締
切
に
移
行
し
、
現
在
は
全
学
部
が
セ
ン
タ
ー
試
験
前
出
願
締
切
を
行
っ

本
学
の
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
の
志
願
者
数
は
幕
一
九
九
七
年
二
○
二
七
○
名
一
九
九
八
年
一
二
九
六
三
名
一

九
九
九
年
一
七
、
○
四
五
名
、
二
○
○
○
年
二
六
、
○
九
三
名
、
二
○
○
一
年
三
○
、
四
八
九
名
、
二
○
○
二
年
三
六
、
四
一

五
名
（
二
○
○
一
年
ま
で
は
三
月
実
施
の
セ
ン
タ
ー
後
期
含
む
）
と
軒
並
み
上
昇
し
、
と
り
わ
け
セ
ン
タ
ー
試
験
前
出
願
締
切

て
い
ス
黙
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前
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
試
験
前
出
願
締
切
制
度
は
、
本
学
の
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
の
手
続
き
率
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
、
ま
た
受
験
生
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
こ
と
が
全
国
的
に
も
広
く
浸
透
し
た
こ
と
で
志
願
者
数
は
再
び
、

九
三
、
○
○
○
名
に
回
復
し
た
．
こ
の
ほ
か
伸
び
た
要
因
と
し
て
は
、
国
際
イ
ン
ス
テ
イ
テ
ュ
ー
ト
（
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
法
．

が
開
学
し
た
《
》

の
実
施
以
後
大
幅
な
増
加
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

一
八
歳
人
口
は
さ
ら
に
減
少
し
一
五
四
万
五
千
名
と
な
り
、
大
学
・
短
期
大
学
へ
の
進
学
率
は
五
○
％
を
突
破
し
、
大
学
大

衆
化
時
代
が
本
格
的
に
到
来
し
た
と
い
え
る
．
中
央
教
育
審
議
会
は
初
等
・
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
接
続
を
明
確
に
打
ち

出
し
た
り
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
セ
ン
タ
ー
試
験
の
改
革
に
着
手
し
始
め
た
．

前
年
度
に
開
設
し
た
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
一
九
九
五
年
度
に
立
ち
上
げ
た
自
己
推
薦
入
試
の
名
称
を
「
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
に
よ
る
自
己
推
薦
特
別
選
抜
入
試
」
と
改
め
、
Ａ
Ｏ
入
試
の
全
面
展
開
を
推
進
し
、
さ
ら
に
対
外

的
ア
ピ
ー
ル
度
を
強
め
た
。
従
来
型
の
自
己
推
薦
入
試
は
法
学
部
を
除
く
七
学
部
が
上
述
の
名
称
の
も
と
実
施
さ
れ
、
法
学
部

は
独
自
の
Ａ
Ｏ
入
試
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
方
式
」
入
試
を
導
入
し
た
。
同
方
式
始
動
の
初
年
度
の
趣
旨
で
は
「
志
望
す
る
み
な
さ

ん
に
〃
法
学
セ
ミ
ナ
ー
″
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
担
当
の
教
員
と
懇
談
し
て
書
類
や
面

接
で
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
潜
在
的
な
優
れ
た
能
力
を
確
認
す
る
も
の
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
．

二
○
○
○
年

立
命
館
は
学
園
創
立
一
○
○
周
年
（
創
始
一
三
○
年
）
を
迎
え
、
こ
の
年
、
大
分
県
別
府
市
に
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
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二
○
○
｜
年
帥

志
願
者
数
一
○
一
、
五
七
七
名
．
再
び
、
一
○
万
名
を
超
え
た
．
こ
れ
に
よ
り
一
九
九
一
年
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
六
年

に
次
い
で
過
去
四
度
目
の
一
○
万
名
志
願
者
を
確
保
し
得
た
。
一
八
歳
人
口
が
一
五
一
万
二
千
名
と
、
前
年
度
か
ら
変
わ
ら
ず

横
ば
い
状
態
と
い
う
入
試
環
境
に
も
後
押
し
さ
れ
た
の
に
加
え
て
、
心
理
・
福
祉
系
統
の
一
大
ブ
ー
ム
的
時
流
の
波
に
も
よ
る
。

本
学
で
も
こ
う
し
た
社
会
的
な
流
れ
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
文
学
部
に
お
い
て
心
理
学
科
、
哲
学
科
教
育
人
間
学
専
攻
を
増

設
し
、
産
業
社
会
学
部
で
は
人
間
福
祉
学
科
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
全
国
隈
な
く
支
持
層
を
広
げ
て
一
○
万
名
の

志
願
者
獲
得
の
大
き
な
背
景
と
な
っ
た
。

入
試
改
革
で
は
理
工
学
部
が
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
三
教
科
型
を
導
入
し
た
ほ
か
、
緩
や
か
に
入
試
方
式
を
整
理
・
縮

産
業
社
会
・
国
際
関
係
・
政
策
科
学
・
文
学
部
の
五
学
部
が
連
携
し
本
学
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
国
際
分
野
に
関
す
る
様
々

な
資
源
を
結
集
し
て
展
開
さ
れ
る
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
や
、
二
月
中
旬
入
試
の
打
ち
出
し
等
が
あ
る
。
二
月
中
旬
実
施
の

Ｊ
Ｅ
方
式
（
外
国
語
・
国
語
）
は
、
関
東
圏
の
主
要
大
学
の
入
試
日
程
に
意
識
的
に
合
わ
せ
て
経
済
・
経
営
学
部
で
実
施
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
で
は
、
経
営
学
部
で
ベ
ス
ト
ニ
科
目
型
（
全
教
科
・
科
目
か
ら
二
科
目
選
択
）
を
導
入
す
る
一
方
、

経
済
・
経
営
学
部
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
後
期
日
程
を
募
集
停
止
し
た
。
一
八
歳
人
口
は
一
五
一
万
一
千
名
ま
で
減
少

し
、
同
年
か
ら
段
階
的
だ
が
、
高
校
新
指
導
要
領
へ
の
移
行
措
置
が
開
始
さ
れ
、
教
科
書
検
定
も
始
ま
っ
た
。
中
等
教
育
情
勢

で
も
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
、
高
校
入
試
で
は
面
接
や
作
文
だ
け
で
の
選
抜
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
選
抜
方
法
の
自
由
化
が
顕

著
と
な
っ
て
き
た
．
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小
し
て
い
く
と
い
う
中
長
期
基
本
方
針
の
も
と

産
業
社
会
学
部
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
後

期
日
程
を
募
集
停
止
し
た
．

一
九
九
八
年
開
設
さ
れ
三
年
目
を
迎
え
た
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
オ
フ
ィ
ス
は
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル

を
旗
職
鮮
明
に
掲
げ
、
こ
の
時
期
本
格
的
に
軌
道

に
乗
り
始
め
た
。
一
九
九
五
年
度
に
導
入
さ
れ
た

自
己
推
薦
入
試
の
志
願
者
数
は
全
学
部
総
計
で
四

七
五
名
を
数
え
、
産
業
社
会
・
国
際
関
係
・
文
・

経
済
・
経
営
学
部
を
対
象
に
学
部
独
自
型
の
Ａ
Ｏ

入
試
も
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
「
各
学
部
に
よ
る
独

自
方
式
」
は
各
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
け
入
れ
方
針
）
を
打
ち

立
て
、
そ
れ
に
即
し
た
入
試
選
抜
を
行
う
と
い
う

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
書
類
選
考
と
面
接
と
い
う

Ａ
Ｏ
入
試
自
己
推
薦
方
式
と
は
異
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
課
題
論
文
な
ど
を
学

＜立命館の志願者数と入試改革＞その5

20()里

2002

志願者数

101,57'

103，5（

入試改革

センター試験利用(理工3謬

科導入．文でセンター試験串

前締切．産社後期募集停止)、

AO入試学部独自方式（産業

社会．|王|際関係・文・経済．

経営）

3教科記述論述型(文系)、4

教科型（全学部)、B・C（経

済除く）方式・理工女子特月l

募集停止､センター試験利ハミ

（法・理工で後期募集停止、

4教科・3教科・2科目型へ

と整理)､AO入試学部独自方

式（政策

大学改革等

大学院応用人間科学研究科隣

設、文学部に心理学科、哲学

科教育人間学専攻増設､産業

社会学部に人間福祉学科増設、

理工学部光工学科を電子光惟

報工学科に名称変更､理工学

研究科フロンティア理工学専

攻‘国際産業工学特別コース

設置､ヒューマン・リサーチ・

センター｢創思館｣設置､BKC

セミナーハウス「エポック立
今01,号凡里研
ⅡI]当l」同又に

文学部人文総合科学インスティ

テュート改革(国際・学際・

総合の3コース)､理工学部情

報学科の入学定員増→情報系

新学部設置へ
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部
が
独
自
に
実
施
し
た
。
学
部
の
特
色
を
入
試
選
抜
で
鮮
明
に
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
、
事
前
の
広
報
段
階
で
も
具
体
的
に
学

部
特
性
を
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

志
願
者
数
は
、
法
学
部
一
三
八
名
、
産
業
社
会
学
部
四
四
名
、
国
際
関
係
学
部
二
五
名
、
文
学
部
一
四
三
名
、
経
済
学
部
一

一
名
、
経
営
学
部
三
八
名
だ
っ
た
が
、
多
く
の
志
願
者
を
求
め
る
と
い
っ
た
入
試
選
抜
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
新
し
い
ス
タ
イ

ル
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
多
様
な
個
性
と
能
力
を
有
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
○
○
二
年

志
願
者
数
一
○
三
，
五
六
○
名
．
二
年
連
続
過
去
五
度
目
の
一
○
万
名
突
破
（
全
国
的
に
は
二
年
連
続
第
二
位
）
で
、
し
か

も
、
立
命
館
学
園
史
上
最
多
の
志
願
者
数
と
な
っ
た
。

こ
の
年
は
、
従
来
型
の
入
試
ス
タ
イ
ル
か
ら
新
た
な
色
合
い
を
打
ち
出
し
た
節
目
の
時
期
と
も
い
え
，
立
命
館
が
新
時
代
到

来
を
前
に
、
新
た
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
、
い
わ
ば
〃
入
試
改
革
の
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
″
的
な
年
で
も
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
従
来
、
志
願
者
の
量
的
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
避
け
ら
れ
て
い
た
次
の
二
つ
の
「
重
量
型
」
入
試
の
導
入
で

あ
る
。
三
教
科
記
述
論
述
型
（
外
国
語
・
国
語
・
数
学
）
は
、
国
際
関
係
・
理
工
学
部
を
除
く
六
学
部
で
実
施
し
た
も
の
で
、

形
式
は
国
公
立
大
学
の
二
次
試
験
型
で
、
四
教
科
型
入
試
は
文
系
で
外
国
語
・
国
語
・
社
会
・
数
学
、
理
工
学
部
は
外
国
語
・

理
科
・
数
学
・
国
語
を
課
す
多
教
科
型
入
試
で
あ
る
。
論
理
的
思
考
力
や
表
現
力
を
問
い
、
ま
た
高
校
で
身
に
付
け
た
幅
広
い

基
礎
学
力
を
評
価
す
る
と
い
っ
た
上
記
二
つ
の
方
式
は
、
二
○
○
九
年
の
大
学
全
入
時
代
を
に
ら
み
、
ま
た
近
々
に
迫
る
旧
帝

大
系
国
立
大
学
と
の
競
合
化
時
代
を
踏
ま
え
、
国
公
立
大
学
と
同
様
の
選
抜
方
式
を
打
ち
出
し
、
同
じ
土
俵
で
「
勝
負
」
を
し
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て
い
く
と
い
う
本
学
の
決
意
を
新
た
に
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

中
長
期
的
に
入
試
方
式
は
段
階
的
に
整
理
・
縮
小
し
て
い
く
と
い
う
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
Ｂ
方
式
．
Ｃ
方
式
（
経
済
学
部

を
除
く
）
・
理
工
学
部
女
子
特
別
入
試
・
法
・
理
工
学
部
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
後
期
日
程
の
各
募
集
を
全
面
停
止
し
た
．
セ

ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
も
こ
れ
を
機
に
整
理
し
、
四
教
科
型
、
三
教
科
型
、
二
科
目
型
を
各
学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー

に
応
じ
て
採
用
す
る
な
ど
新
た
な
展
開
を
行
っ
た
。
文
学
部
で
は
、
人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
募
集
体
系
を
国

際
・
学
際
・
総
合
の
三
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
整
理
し
、
各
コ
ー
ス
毎
に
募
集
を
行
っ
た
．
理
工
学
部
で
は
二
○
○
四
年
の
情
報
理

工
学
部
新
設
を
鑑
み
て
、
情
報
学
科
で
大
幅
に
定
員
増
加
を
は
か
っ
た
．

Ａ
Ｏ
入
試
で
は
、
「
各
学
部
に
よ
る
独
自
方
式
」
に
新
た
に
政
策
科
学
部
が
参
入
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
受
講
と
レ
ポ
ー
ト
作
成
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
面
接
で
選
抜
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
他
学
部
同
様
に
学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を

鮮
明
に
打
ち
出
し
た
も
の
で
、
多
面
的
な
潜
在
的
能
力
を
持
っ
た
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
．

一
八
歳
人
口
は
一
五
○
万
三
千
名
に
ま
で
減
少
し
た
。
公
立
学
校
で
は
完
全
週
五
日
制
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
・
中

学
校
は
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
た
。

（
入
試
広
報
課
長
）


